
 

165 

 

3.2.4 魚類（メダカ） 

(1) 調査対象種及び調査時期 

魚類の調査対象種及び調査時期は、表 3.2-46 のとおりである。 

 

表 3.2-46 魚類調査対象種及び調査時期 

種名 調査回数 調査時期 調査の目的 

メダカ 1 回 平成25年8月 27日～28日 

メダカの生息環境（水路環

境）及びメダカの分布状況

の把握 

 

(2) 調査範囲 

調査範囲は、図 3.2-50 及び図 3.2-51 に示した計画地及びその周辺の水路を対象とした。 

 

(3) 調査方法 

1) 生息環境 

調査範囲のうち、水路全体を踏査し、生息環境（水の有無、水深、水路幅、底質、流

速、護岸の状況、植生の状況等）を記録すると共に、目視またはタモ網による捕獲によ

ってメダカの生息の有無を確認し、調査範囲におけるメダカの分布状況を記録した。 

 

2) 生息密度 

各調査地点において、水路 30mの範囲を目合い 1mm程度の細かい網で区切り、上下流

への移動が出来ないようにした後、この範囲内のメダカを対象にタモ網による捕獲作業

を行った。なお、生息個体数の比較が可能なように漁獲努力量は一定とし、1地点辺り 2

人×15分とした。また、地点4については暗渠により30m区間を確保出来なかったため、

15ｍ区間 2箇所について実施した。 

捕獲したメダカは以下に示すⅠ～Ⅳの体長区分毎に個体数を記録し、元の場所に放流

した。 

 

表 3.2-47 体長区分 

体長区分 

I II III IV 

～1cm 1～2cm 2～3cm 3～4cm 
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調査実施状況               水路の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕獲したメダカ 捕獲したカダヤシ 

写真 3.2-9 調査実施状況 
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図 3.2-50 メダカ生息環境調査地点 
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図 3.2-51 メダカ生息密度調査地点 











 

173

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-52 メダカ生息環境調査結果 
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2) 生息密度 

メダカの生息密度調査の結果を、表 3.2-50、図 3.2-53 に示す。 

一定の調査努力量当たりの捕獲数は、地点 4で最も多く 156 個体が確認された。

次いで地点 2が 35 個体、地点 1が 23個体であった。 

一方、地点3及び地点5では密度が低く、30m区間で2個体及び 3個体であった。

また、地点 6では捕獲されなかった。 

地点 1は、昨年度調査でメダカの競合種となるカダヤシが多く確認されており、

密度の減少が懸念された地点である。今年度は昨年度と比較して密度が増加して

いるが、カダヤシも多く確認されており、引き続き注意が必要である。 

また、地点 1 及び地点 2 は、ともに小型の個体が確認されておらず、この地点

で再生産が行われているかどうか不確かである。 

地点 3 は、昨年度に比べ大きく密度が減少していた。ここでは水深、水面幅、

周囲の植生等の変化は見られないが、硫化水素臭がする等、底質が嫌気化したこ

とにより、連続するより良好な水域に移動した可能性が考えられる。 

地点 4は、水深が浅く、水域が狭小ではあるが、水路内に植物が繁茂しており、

メダカの生息に適した環境となっていた。確認された個体の体長区分をみると

1-2cm の個体が 2/3を占めており、安定した再生産が行われているものと考えられ

る。 

地点 5 は、昨年度調査で未確認であったところであり、今年度調査では生息が

確認されたものの、密度が低く、安定した個体群が形成されているとは考えがた

い。 

なお、地点 6 については、メダカ以外の水生動物も確認されず、水は澱んでお

り、汚泥が堆積している状況であった。 

 

表 3.2-50 メダカの生息密度調査結果 

調査期日：平成 25 年 8 月 27 日-28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）表中の捕獲数は水路 30m 区間を対象に 2人×15分で捕獲したメダカの個体数 

備考

最小 最大 ＜1cm 1-2cm 2-3cm 3-4cm

カダヤシ捕獲数

地点1 25 31 0 0 22 1 23 45

地点2 21 31 0 0 32 3 35 2

地点3 21 40 0 0 2 1 3 0

地点4 11 41 0 100 42 14 156 0

地点5 37 37 0 0 0 2 2 0

地点6 - - 0 0 0 0 0 0

0 100 98 21 219 47

合計捕獲数

合  計

捕獲数

地点

体長(mm) 体長区分ごとの捕獲数
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図 3.2-54 生息密度調査結果 
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メダカの調査が実施されている平成19年度から平成25年度までの結果の比較を表 

3.2-51 及び図 3.2-55 に示す。また、体長区分毎の確認個体数の経年比較を表 3.2-52

及び図 3.2-56 に示す。 

平成 19 年度からの合計捕獲数の変化をみると、平成 22 年度まで大きく増加してい

たが、平成 24 年度に大きく減少し、今年度は、平成 24 年度とほぼ同じ結果となった。

この中で、個体数が大きく変動している地点は、地点 1、地点 2、地点 3、地点 4があ

げられる。 

地点 1は、過年度調査において多くのメダカが確認されていたが、昨年、大きく減

少し、一方でメダカと競合するカダヤシが多く確認されていた。今回の調査において

も、45 個体のカダヤシが確認されており、平成 24 年度と比較し個体数がやや回復し

たが、このままメダカの個体群が回復できるかどうか不確実である。 

地点 2は、既往の調査地点で水が枯れており、100m程度下流に地点を移動させた。

ここでは、メダカが 35 個体、カダヤシが 2 個体確認された。この区間は水域がせま

くなったことで、魚が集中して生息していた可能性があり、このままの状態が続くと、

個体数が減少する可能性が考えられる。 

地点 3は、昨年度の 106 個体から大きく減少し、今年度は 3個体の確認にとどまっ

た。昨年度と比較して、堆積した底泥からは硫化水素臭が発生しており、環境が劣化

している可能性が考えられる。 

地点 4は、経年多くのメダカが確認されており、昨年度は減少したが、今年度はや

や増加していた。本地点では、多い年で 700 個体程度、少ない年で 100個体程度が確

認されている。ここでは、底泥の状態から比較的好気的な環境が維持されていると考

えられ、競合種となるカダヤシの分布する水路とは分断されているため、個体群が維

持されることが期待できる。 

地点 5は、経年少数のメダカが確認されており、平成 24 年度は確認が無かったが、

今年度の調査ではこれまでと同程度の生息が確認された。 

地点 6については、昨年同様水が澱み、汚泥が堆積している状況であり、メダカを

含め水生動物の生息は確認されなかった。 

 

表 3.2-51 メダカ生息密度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

注：表中の捕獲数は水路 30m 区間を対象に 2人×15分で捕獲したメダカの個体数 

地点 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地点1 16 0 691 626 138 2 23

地点2 1 2 3 36 78 0 35

地点3 105 95 27 0 140 106 3

地点4 102 695 111 773 662 116 156

地点5 20 2 8 15 5 0 2

地点6 0 0 0 0 0 0 0

合計捕獲数 244 794 840 1,450 1,023 224 219
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3.3 動物相の事後調査 

3.3.1 調査時期 

調査時期を表 3.3-1 に示す。 

 

表 3.3-1 動物相の事後調査 調査時期 

調査項目 調査時期 

鳥 類 平成 25 年 6月 25 日 

 

3.3.2 調査範囲 

調査は、図 3.3-1 に示したルートを踏査するルートセンサスを実施した。 

 

3.3.3 調査方法 

工事予定地周辺の鳥類を対象としてルートセンサス法により、出現する鳥類の種

類と個体数を計数した。 

調査は、大潮時の満潮時と干潮時において、ルート上を時速 1～2km でゆっくりと

歩きながら、一定の範囲に出現した鳥類を、姿、飛翔形態、鳴声等から識別し、種

類や個体数、位置、環境、行動等を記録した。定量化したデータを得るため調査対

象範囲はルートの両側でそれぞれ約 25m とするが、この範囲の外側で確認した鳥類

についてもあわせて記録した。 

 

 

調査実施状況 

写真 3.3-1 動物相の事後調査（鳥類ルートセンサス）実施状況 
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図 3.3-1 動物相の事後調査における調査ルート 
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3.3.4 調査結果 

調査結果を表 3.3-2 に示す。 

調査の結果、ルート内(ルートの両側 25m の範囲)で 4 目 12 科 14 種、延べ 114 個

体の鳥類を確認した。なお、ルート外をあわせると、5目 14 科 17 種、延べ 218 個体

を確認した。 

そのうち、特筆すべき種としてシロチドリ、ウミネコ、コアジサシの 3 種を確認

した。確認した特筆すべき種の確認位置を図 3.3-2 及び図 3.3-3 に示す。 

確認された種のうち、水辺を利用する鳥類は、カワウ、ダイサギ、シロチドリ、

ウミネコ、コアジサシの 5 種であった。水田や畑地、人家などが隣接している当該

地域の環境を反映し、確認された種の多くは農耕地や草地、人家周辺に生息する鳥

類であり、スズメ、ムクドリ、ツバメの個体数が多かった。 

 

表 3.3-2 動物相の事後調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ルート範囲（ルートの両側 25mの範囲）外で確認された種についても記録した。 

 

No. 目名 科名 種名 渡り 満潮時 干潮時

ルート

合計

区分 内 外 内 外 内計

1 ハト ハト ドバト 外来種 12 6 6 18

2 キジバト 留鳥 1 1 2 2

3 カツオドリ ウ カワウ 留鳥 5 4 4 5 13

4 ペリカン サギ ダイサギ 夏鳥 1 0 1

5 チドリ チドリ シロチドリ 留鳥 10 2 10 20 22

6 カモメ ウミネコ 留鳥 1 0 1

7 コアジサシ 夏鳥 5 1 3 1 9

8 スズメ カラス ハシボソガラス 留鳥 1 2 1 1 2 5

9 ハシブトガラス 留鳥 3 1 1 4

10 ヒバリ ヒバリ 留鳥 3 5 4 2 7 14

11 ツバメ ツバメ 夏鳥 3 10 2 4 5 19

12 セッカ セッカ 留鳥 3 1 1 1 4 6

13 ムクドリ ムクドリ 留鳥 1 21 2 6 3 30

14 スズメ スズメ 留鳥 32 6 23 1 55 62

15 セキレイ ハクセキレイ 留鳥 1 4 1 2 6

16 アトリ カワラヒワ 留鳥 3 0 3

17 ホオジロ ホオジロ 留鳥 1 1 1 1 3

個体数 60 79 54 25 114 218

種数 10 14 13 11 14 17

計 5目 14科 17種
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図 3.3-2 特筆すべき種の確認位置(満潮時) 
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図 3.3-3 特筆すべき種の確認位置(干潮時) 
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調査時期は、ヨシ地上部の成長が終了する 10月とした。 

調査内容及び調査時期を表 3.4-2に示す。 

 

表 3.4-2 調査内容及び調査時期 

調査項目 調査回数 調査時期 

ヨシ原移植後の事後調査 1 回 平成 25 年 10 月 17 日、18 日 

 

 

3.4.2 調査範囲 

調査対象箇所は、図 3.4-2に示すヨシ原保全区域のうち、B地区とした。 

 

3.4.3 調査方法 

(1) ヨシの生育状況 

B 地区中央の既存ヨシ群落中心部及び平成 24 年度ヨシ移植地の中心部の 2箇所に

おいて 1m×1m のコドラートを 3箇所設定し、ヨシの茎本数を計数した。また、コド

ラート内のヨシについて任意に10本を抽出し、茎の高さ、太さ(G.L.上10cm及びG.L.

上 1.2m)を計測した。 

 

(2) ヨシ原の健全性 

バルーン等により低高度空中写真を撮影し、空中写真をもとに植生図を作成した。 

撮影に際しては、経年的な比較を行うことを想定し、概ねの高度、画角を記録し

た。また、周辺の堤防、道路等の特徴的な地形を含めて撮影した。 

今回の撮影高度は、100m～120m で、画角は 35mm サイズ換算で f35mm(画角約 60 度)

相当である。 

 

  

ヨシの生育状況 空中写真撮影 

写真 3.4-1 ヨシ原移植後の事後調査実施状況 
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3.4.4 調査結果 

(1) ヨシの生育状況 

ヨシの生育状況調査結果を、表 3.4-3、図 3.4-3に示す。 

現地調査の結果、ヨシの密度は、ヨシ移植地が 62～90 本/m

2

、既存ヨシ群落が 108

～115 本/m

2

の範囲であった。ヨシの平均高さは、ヨシ移植地が 122.8～136.1cm、既

存ヨシ群落が 217.3～222.4cm であった。ヨシの平均太さは、G.L.+0.1m でヨシ移植

地が 4.15～4.60mm、既存ヨシ群落が 5.10～5.75mm の範囲であり、G.L.+1.2m でヨシ

移植地が 2.22～2.75mm、既存ヨシ群落が 4.90～5.40mm であった。 

ヨシ移植地は、移植後 1年目であり、既存ヨシ群落と比較すると平均茎本数は 67%、

平均高さは 59%、平均太さは G.L.+0.1m で 80%の生育状況であった。 

ヨシの移植事例

1)

をみると、高さの平均について株移植及びポット苗による移植

事例のモニタリング結果が有り、株移植では、3 月に移植後、翌年の 10 月で 100cm

程度、2年後の 10 月で 120cm 程度であり、ポット苗による移植事例では 5月に移植

後、同年 11 月で 60cm 程度、翌年 11 月で 120cm 程度、2年後の 11 月で 170cm 程度に

成長している。また、密度についてはポット苗による移植事例があり、5月に移植後、

同年 11 月で 40 本/m

2

程度、翌年 11 月で 80 本/m

2

程度、2 年後の 11 月で 100 本/m

2

程度に増加している。 

移植手法の違いが有るが、これらの事例と比較して本移植後のヨシの成長状況は

良好であったと考えられる。 

 

1)「横浜市野鳥水路におけるヨシ原復元実験について(Ⅱ)-実験開始後 4年間のモニタリング 

結果-」(日本緑化工学会誌 第 28巻 第 1号 2002) 

 

表 3.4-3 ヨシの生育状況調査結果 

項目 ヨシ移植地 既存ヨシ群落 

茎本数(本/m

2

) 

90 

平均 

74.7 

108 

平均 

112.3 

72 115 

62 114 

高さ(cm) 

122.8 

平均 

130.9 

217.3 

平均 

220.6 

133.7 222.1 

136.1 222.4 

太さ 

(mm) 

G.L.+0.1m 

4.15 

平均 

4.37 

5.54 

平均 

5.46 

4.35 5.75 

4.60 5.10 

G.L.+1.2m 

2.22 

平均 

2.52 

5.00 

平均 

5.10 

2.55 5.40 

2.75 4.90 

G.L.+2.0m 

- 

- 

3.30 

平均 

3.40 

- 3.39 

- 3.50 

 




